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22.議動感覚{こ基づいた筋出カ課題の反畿による膝関節濃

動検出総{痘の変化

。速水溶Û1 1、金子文成人数井孝7~手、本綾紛i事i
O筑波大学大学浪 人i制緩:合科学1iJf究科、 2札線医科大学
保鍵i奈探学部、 3産業技術総合研究所入問機社~工学長}f
究部門

i?孝紫}発揚している力の程度や関節角度，身体各部{立の
相対的1)'[設関係の知覚は迷動感覚と定義されている令体操

競技者や太;箆拳築総者は，運動感覚の一つである膝j鎚節の

運動党に後れるといわれている。その背景と jJC，自身の

身体状況に脅窓:する運動を綴繁に行っていることによる効

染が考えられているむこのことは，運動感覚に蒸づいた運

動出力説部の学習効果として逮動党の向上が期待できるこ

とを示唆している由設々は，受動抵抗との釣ち合いを保つ

ことで身体位墜を紛議事する謀議として連動平橋保持?去を考

案し，これまでに遂llVJムIl擬保持法と運動党の指擦である運
動検出関億との間に有窓会相関関絡があることを示した。

したがって，本研究では，運動王子衡探持法を&1差した学習
効果によって運動党が向上するのではないかと考え，これ

について検証することを践的とした岱{方法}対象i人下
!技に既往のないj求人男性:8名(年始22.4土2.1畿，身長171.6
ごと5.6cm，体重68.3土6.3kg)であった。遂動検出総鑑は，

試技開始紋{立膝関節j話路30"あるいは60"から仲議方向お
よびi益出方向への4条件行った。対象者には，膝関節角度
の変化を知覚した時点で合箆iするよう指示した。評イ蕗;綴自
は，対象者が関節角度の変化を知覚するのに饗した免疫鋭

化遺とした。遂動平衡録持法では，膝j芸j欝60~ 続出11:立でJÆ
{立さ長勢をとった対象者の接関銘泌魯方向に持して，正弦波

様;こ変化するカを加えた。加えるカは最大40Nであヮた。

対象者には殺授から加わる力との釣り合いを保つよう指示

したむ滋題遂行の成綴として，鈴ち合いの手ま疫を反i決する

足古ffSf}j:鐙に関するデ}タから，絶対誤差，i立震動総，変動
誤援を勢;出したc 運動!平衡保持法の反後期間は3日間とし，
ls設にお国， 2B 0に20毘.38 Jlに訪問試技を行った。
運動平衡保持法の学営効巣は1um と3 民自の議，~定結来を比
較することで検3ました。遂動検討ji関飽は反後期間前後に灘
定し，さらに，残存効果を瀦べるために1週間後にも縦走

した。{結操}運動平穏保持法では，絶対誤差， 1st緩動揺，
変動該護共;こ18ほと38!3で有3まなi向上を示した。運動検
出関lif:H立膝関節60"怒illJf立から手t1援方向への条件のみが反
復期間後で宥窓なi向上を示した桔しかしながら残存効来は
認められなかった。 [:考察}遂勤王子衝銘持法の成綴が有意

な[5'J_1::を示したことから，学習効梁があったことが涼竣さ

れたむ送態~1子{持保持法の学習効果に伴って，穣関務60" 組
曲{立から手11展方向への遼動検出様穫のみが反後期鴇後で有
窓なi向上;を示したことから，運動平街保持?去の反後による
学習究u:来が及iました影響には競慾依存牲があったと考え
られた。つまり，運動平穏保持法の試投開始、段位が務自星第

60"滋樹伎であったこと，さらに，対象者が受動抵抗との
釣り合いを保つために発擁した刀の方向が燦路銘搾幾方向

であったことが影響したのではないかと考えられた。残存

効果が認められなかったことから，ヰ:義Jf~で認められた滋
動党の向上は一過性であったと誰察する岱

Kev Word 

運動感覚 選数検出関イ議選動平鋳保持


	0019

